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１ はじめに 

この報告書は、３期目となる「横浜みどりアップ計画」の令和元年度の事業・取組

に対する「横浜みどりアップ計画市民推進会議」による評価・提案をまとめたもので

す。 

横浜みどりアップ計画では、市民税の超過課税である横浜みどり税を一部財源とし

て活用し、樹林地や水田の保全、身近な緑の創出など、様々な緑の保全と創造に取り

組んでいます。 

 

市民推進会議は、みどりアップ計画の取組に対して評価・提案を行うための組織で

あり、現地調査や、施策別の各部会による検討などの活動を行っています。また、計

画の進捗状況に対する評価・提案のみならず、横浜市における緑のあり方などについ

て、より市民目線で考えて市政に反映するとともに、市のみどりアップの取組を市民

の皆さんに分かりやすくお伝えしたいと広報誌にも力を入れています。 

 

令和元年度も、現地調査や各部会の開催など、熱心な活動をおこないました。活動

にあたっては、単に行政の進める施策に対する要望や批判に留まらず、より良い取組

とするための前向きな提案をおこなっています。 

市民推進会議が発行する広報誌は、令和元年度から「みどりアップ Action」として

リニューアルしました。部会メンバーがみどりアップの現場を市民目線でレポートし、

その場へ「行ってみよう」「見つけてみよう」と思えるような緑の魅力を伝える内容に

なっています。 

行政を中心としたみどりアップ計画の取組だけでなく、市民推進会議のような市民

を中心とする活動があることで、みどりアップ計画がより意義あるものになります。

また、さらに多くの市民が関わるようになることで、市民同士の交流も生まれます。 

 

新型コロナウイルス感染症は社会に大きな影響を及ぼしました。今後は我々のライ

フスタイルも大きく変革するでしょう。身近な緑や直売所などのニーズも高まってお

り、前向きに捉えれば、みどりアップ計画により多くの市民が関わるチャンスとも言

えます。未来を担う子ども達が誇れる取組となるよう、着実に進めていただくことを

期待します。 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 

座長 進士五十八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進士先生 
メッセージ 
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横浜市中期4 か年計画 

（2018～2021年度） 

横浜市中期4 か年計画 

（2014～2017年度） 

横浜市中期4 か年計画 

（2010～2013年度） 

横浜市基本構想（長期ビジョン） 

 

横浜市水と緑の基本計画（計画期間：2006～2025 年度） 

 
◆重点的な取組 緑

の
環
境
を
つ
く
り 

育
て
る
条
例 

都
市
緑
地
法 

本冊子は、この５か年の 

評価・提案です。 

関連・連携する計画 
○横浜市都市計画マスタープラン 
○横浜市環境管理計画 
○横浜都市農業推進プラン  など 

2006 年度 2025 年度 

横浜みどりアップ計画 

（新規・拡充施策） 

2009～2013 年度 

横浜みどりアップ計画 

(計画期間:平成 26-30 年度) 

2014～2018 年度 

横浜みどりアップ計画 

［2019-2023］ 

2019～2023 年度 

２ 横浜みどりアップ計画と市民推進会議 

(1) 横浜みどりアップ計画 

①位置付け 

横浜市は、大都市でありながら、市民生活の身近な場所にまとまった規模の樹林地や農

地などがあり、また、起伏に富んだ地形から、変化に富んだ水や緑の環境を有しています。こ

の緑の環境を生かし、次世代へ引き継いでいくため、市は平成37年度を目標年次とした「横

浜市水と緑の基本計画」を平成18年に策定し、計画に基づき長期的な視点から「横浜らしい

水・緑環境の実現」に向けた取組を展開しています。 

１期目となる「横浜みどりアップ計画（新規・拡充施策）」は、平成20年度までの取組を強

化・充実するための平成21年度から25年度までの５か年の事業計画として策定されました。

また、「横浜みどり税」は、この推進のための重要な財源として導入され、平成21年４月から

計画が推進されました。 

緑の保全や創造は長い時間をかけて継続的に取り組むことが重要であることから、２期目

となる「横浜みどりアップ計画」（計画期間：平成26-30 年度）が策定されました。 

さらに、２期目の取組の成果や課題、市民意見募集結果などを踏まえ、３期目となる「横浜

みどりアップ計画［2019-2023］」が策定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図】横浜みどりアップ計画［2019-2023］の位置付け 
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②横浜みどりアップ計画［2019-2023］の構成 

令和元年度より、３期目の「横浜みどりアップ計画」に基づき、「みんなで育む みどり豊か

な美しい街 横浜」を理念とし、５か年の目標を設定しました。目標の実現に向け、横浜みどり

アップ計画では、「市民とともに次世代につなぐ森を育む」「市民が身近に農を感じる場をつく

る」「市民が実感できる緑や花をつくる」を３つの柱とした取組と効果的な広報を推進していま

す。 

 
計画の理念  みんなで育む みどり豊かな美しい街 横浜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５か年の目標 

１ 緑の減少に歯止めをかけ、総量の維持を目指します 

緑地保全制度の指定による樹林地の担保量が増加、水田の保全面積が増加、市街

地で緑を創出する取組が進展 など 

２ 地域特性に応じた緑の保全・創出・維持管理の充実により緑の質を高めます 

森の保全管理など生物多様性に配慮した取組の進展、緑や花の創出により街の魅

力・賑わいが向上 など 

３ 市民と緑とのかかわりを増やし、緑とともにある豊かな暮らしを実現します 

森に関わるイベントや農作物の収穫体験、地域の緑化活動など、市民や事業者が

緑に関わる機会が増加 など 

 

効果的な広報の展開 

計画の柱 ２ 

市民が身近に農を 

感じる場をつくる 

景観や生物多様性の

保全など農地が持つ環

境面での役割に着目した

取組、地産地消や農体

験の場の創出など、市民

と農の関わりを深める取

組を展開します。 

計画の柱 1  

市民とともに次世代に

つなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な

役割に配慮しながら、緑

のネットワークの核となる

まとまりのある森を重点

的に保全するとともに、

保全した森を市民・事業

者とともに育み、次世代

に継承します。 

 

計画の柱 ３ 

市民が実感できる 

緑や花をつくる 

街の魅力を高め賑わ

いづくりにつながる緑や

地域の緑、街路樹などの

緑の創出に、緑のネット

ワーク形成も念頭におい

て取り組みます。また、

地域で緑を創出・継承す

る市民や事業者の取組

を支援します。 
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(2) 横浜みどりアップ計画市民推進会議 

横浜みどりアップ計画市民推進会議は、市民参加の組織により、みどりアップ計画の評価

及び意見・提案、市民の皆さんへの情報提供等を行うことを目的として、平成21年に設置され、

平成24年からは条例設置の附属機関に位置付けられました。これまでに全体会議や各種部

会の開催に加え、参加市民を公募したオープンフォーラムや現地調査を実施し、市民意見の

聴取にも努め、計画の評価・提案をおこなってきました。 

みどりアップ計画を推進するうえで、市民推進会議のこのような取組は大きな役割を果たし

ており、３期目のみどりアップ計画についても、継続して活動することとなりました。 

令和元年度からは新たな委員も含め、学識経験者や関係団体、町内会・自治会代表、公

募市民の計16名で活動しています。  （45頁に委員名簿を掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市附属機関設置条例第２条第２項本文： 

附属機関(※)の担任する事務は、別表担任事務の欄に掲げるとおりとする。 

別表（抜粋） 

執行機関  附属機関  担任事務  委員の定数  

（中   略）  

市長  横 浜 み ど り

ア ッ プ 計 画

市民推進会

議  

横浜市域の樹林地及び農地の保

全並びに緑化の推進を図ることを

目的とする横浜みどりアップ計画

に係る施策及び事業についての情

報提供、評価等に関する事務 

20人以内  

（以下省略）  

 

※附属機関：法律又は条例に基づき設置し、行政執行のために必要な審査、調査

等を行う機関。会議において審議、協議した結果、意見をとりまとめたり市に提言

等を行う。 

みどりアップ計画の 

評価及び意見・提案 

情報提供 

行政（横浜市） 

市民の皆さん 横浜みどりアップ計画 

市民推進会議 

学識経験者、関係団体、 

公募市民の計 16 名 
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３ 市民推進会議 令和元年度の活動実績 

(1) 令和元年度の活動の概要 

市民推進会議の活動は、みどりアップ計画に対する評価・提案などをまとめた報告書の発

行の流れ、及び、市民への情報提供の流れと、大きく２つに分けることができます。 

 

 

①評価・提案などをまとめた報告書の発行の流れ 

   

令和２年○月  令和２年○月  令和２年○月 

柱ごとの部会  全体会議  

報告書の 

発行 

施策の柱ごとに事業

の評価、検証、提案を

行い、報告書の内容を

検討する 

 

⇒ 

報告書の総まとめ  

⇒ 

 

②市民への情報提供の流れ 
          

令和元年８月・９月・11 月・令和２年２月   

広報・見える化部会 

⇒ 
みどりアップ

Action の発行 
・広報誌「みどりアップ Action」の取材、記事作成、

編集 

 令和元年７月  令和元年 10 月  令和２年７月  

 全体会議 

 

⇒ 

調査部会 

 

⇒ 

全体会議 

 

⇒ 

 みどりアップ計画

の施策・事業を把

握し、１年間の活

動内容を検討する 

施策の内容について

現地で調査を行い、

現状の検証、広く市

民の意見を聴く 

報告書の骨子を

検討する 
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(2) 活動の詳細内容 

① 市民推進会議（全体会議） 

市民推進会議の全体会議において、部会の構成や調査の実施など年間の活動内容を確

認し、横浜みどりアップ計画の内容、進捗状況について説明を受けて、質疑応答、意見交換

を行いました。 

 

第 31 回市民推進会議（令和元年７月１日） 

・横浜みどりアップ計画について 

・横浜みどりアップ計画市民推進会議について 

・令和元年度～２年度の取組について 

 

 

 

② 施策別専門部会 

取組の柱ごとに施策別専門部会を設置し、事業分野ごとに、詳細に説明を受け、意見交換、

提案の検討を行いました。 

 

第 12 回「森を育む」施策を検討する部会（令和２年２月 26 日） 

・横浜みどりアップ計画「森を育む」事業の内容について 

 

 

 

 

 

 

第 12 回「農を感じる」施策を検討する部会（令和２年２月 21 日） 

・横浜みどりアップ計画「農を感じる」事業の内容について 

 

 

 

 

 

 

第 12 回「緑をつくる」施策を検討する部会（中止） 

・横浜みどりアップ計画「緑をつくる」事業の内容について 

 

森部会の様子 

全体会議の様子 

農部会の様子 
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③ 調査部会（現地調査） 

＜第19回調査部会＞ 

日 時  令和元年10月18日（金） 午前８時45分～正午 

参 加 者  委員13名 

調査場所  和泉小学校ビオトープ、古橋市民の森、和泉町の水田 

 

(ア)  小学校で生き物とふれあえる現場を調査（和泉小学校ビオトープ） 

泉区の和泉小学校のビオトープを見学しました。ビオトープ再生の中心となった５年生の担

任の先生から、背景や、現在の状況、課題などについて説明を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<委員の感想や主な意見> 

○担当の先生のビオトープ再生のご努力はたいへんなものだと思いました。多様な人

たちが関わることで、さらなる改善のアイディアも出てくるし、継続的な維持管理

もされると思います。 
○立場の共働舎の取組のように、地域と一緒にビオトープを管理できる体制が出来る

と良い。 
○ビオトープ管理費にもみどり税を使うべき。みどりアップ計画のメニューを学校に

しっかり広報するべき。 
○ハード面の整備・維持運営と教育面との連動に苦労されている様子が印象的でした。 
○30 年前のビオトープが荒廃し、3 年前に校長先生からの呼びかけでの改修は素晴

らしいチャレンジでした。近隣の和泉川を再現を目指した改修を目指していたよう

ですが、その目的が達成されているようには思われませんでした。 
○町内会の回覧にもビオトープのことを載せれば、つながりができて地域と一緒に管

理できるきっかけになるかもしれない。 
○学童の総合学習の場として活用し継続していくうえで、先生の忙しさや学童の減少

もあり、今後のビオトープ継続にも課題があるように感じました。 

ビオトープの説明を受けている様子 
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(イ)まちの森をみんなで育んでいる現場を調査（古橋市民の森） 

泉区の古橋市民の森に伺い、和泉の森を育む会（市民の森愛護会）の方から、市民の森

開設までの経緯や、現在の維持管理について説明を受けました。また、当日は、台風が過ぎ

た直後で数多くの倒木が発生しており、台風の影響や被害状況についてもお話しいただきま

した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

<委員の感想や主な意見> 

○台風の被害で木が倒れているのが痛ましく感じましたが、それまでは広場などはき

れいに整備された森なのだろうと思いました。長い年月をかけて整備されてきた森

の愛護会の皆様のご苦労がわかりました。近年は子供達がイベントに積極的に参加

することが少なくなったとのこと、少し残念です。 
○市内の多くの市民の森がダメージを受けているので、それぞれの市民の森の写真な

どの記録を残し、復旧計画の作成と復旧に掛かった時間、復旧後の状況など、記録

をとり、今後も起こる台風などの風水害や土砂崩れなどで、木々の状況や急傾斜地

がどう変わったかなど比較確認できるよう、市の方々には、防災面からも何らかの

対策に役立つようにされることを望みます。 
○担い手の問題はこれからの課題だと思いました。 
○今回の台風での被害のすさまじさにあらためて驚きました。この森だけではなく多

岐に渡り活動している様子に、ボランティアの方達の歴史と団結力を感じました。

度重なる自然災害の中で、地域のつながりや不安材料の解消となればと思う。 
○台風からの復帰が大変だろうと思いますが、みなさんの森を思う熱意が感じられま

した。都市の中に森があるのは素晴らしいことですが、維持管理する人も必要です。

子供たちが森に親しむ機会をたくさん作っていくと、大きくなったら森のボランテ

ィア活動に関心を持つ人が増えるのではないかと思います。 

和泉の森を育む会の方の説明の様子 台風の影響で倒木した樹木 
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 (ウ) まちの水田を守っている現場を調査（和泉町の水田） 

泉区和泉町の保全した水田を車窓から見学し、政策課による事業説明を受けました。 

 

 

 

 

 
 
 

<委員の感想や主な意見> 

○稲穂がある風景は安らぎますね。泉区でもお米の栽培をしているのですね。食べ

てみたいと思いました。 
○いつまでも残しておきたい横浜の田園風景と思います。 
○みどり税の農への助成を始めて知り、市民へ広く周知させることでより身近な農

や緑への関心につながればと思う。 
○水田の継承はこれからの課題だと思いました。 
○車窓からの見学であったが、稲刈り後であり、2 週間から 3 週間早ければ、市内

の豊かな田園風景が見られたと思います。 
○かなり広い農地の中の水田で、ぜひ保全していってほしいと思いました。 
○水田奨励金制度は、市民の目には一番わかりやすい取り組みのような気がします。

看板による明示などがあるとよいのかもしれないですね。 
 
 

 
 

和泉町の水田の様子 
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④ 広報・見える化部会 

平成25年度までの「広報部会」、「見える化部会」を合わせ、みどりアップ計画やみどり税に

ついての情報提供のあり方の検討や広報誌の編集を行っています。 

広報誌は令和元年度から「みどりアップＱ」からリニューアルした「みどりアップAction」とし

て、令和元年度は第１～２号を発行しました。駅や主要な公共施設のＰＲボックスや、各区役

所・土木事務所・公園緑地事務所等の公共施設で配布しています。 

 

第41回広報・見える化部会（令和元年８月９日） 

・広報誌の構成と年間計画について 
・みどりアップ Action 第１号について 
・見える化企画の方向性の検討について 
 

第42回広報・見える化部会（令和元年９月９日） 

・みどりアップ Action 第１号原稿案について 
・みどりアップ Action 第２号企画案について 
・見える化企画案について 

 

第43回広報・見える化部会（令和元年11月11日） 

・みどりアップ Action 第２号原稿案について 
・見える化企画案について 

 

第44回広報・見える化部会（令和２年２月28日） 

・横浜みどりアップ計画「効果的な広報の展開」事業の内容について 
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○みどりアップAction第１号 

《発 行 日》 令和元年11月 

《発行部数》 21,000部 

《テ ー マ》 市民の森愛護会（緑区 鴨居原市民の森） 

 

 

 

 

 

○みどりアップAction第２号 

《発 行 日》 令和２年２月 

《発行部数》 21,000部 

《テ ー マ》 あぐりツアー 

（泉区 横山四季彩園） 

（瀬谷区 相澤良牧場/オーガスタミルクファーム） 

（瀬谷区 グリーンファーム あい菜フローラ店） 

 

 

 

 

 

※詳細については、53 頁以降参照。「みどりアップ Action」を添付しています。 
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４ 施策ごとの評価・提案 

市民推進会議では、みどりアップ計画の「市民とともに次世代につなぐ森を育む（「森を育

む」）」、「市民が身近に農を感じる場をつくる（「農を感じる」）」、「市民が実感できる緑や花をつ

くる（「緑をつくる」）」の施策と、みどりアップ計画を市民の皆さまに周知するための「広報・ＰＲ」

について、現地調査で市民や活動団体などからいただいた意見等を踏まえて、評価・提案を行

いました。 

なお、みどりアップ計画で進めている事業・取組には、横浜みどり税の導入時に定めた使途

に沿って横浜みどり税を充当している事業・取組と、横浜みどり税を充当せずに進めている事

業・取組がありますが、市民推進会議では市民の皆さまが負担している横浜みどり税を充当し

ている事業・取組を中心に評価・提案を行いました。 

 ◆計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●：横浜みどり税を充当している事業・取組 
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◆評価・提案の概要 

「計画の柱１：市民とともに次世代につなぐ森を育む」については、○○ 

 

「計画の柱２：市民が身近に農を感じる場をつくる」については、○○ 

 

「計画の柱３：市民が実感できる緑や花をつくる」については、○○ 

 

「効果的な広報の展開」については、○○ 

 

○○ 
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令和元年度の取組状況について、これまでの取組状況とあわせて振り返ります。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別緑地保全地区などの緑地保全制度による指定は、緑のネットワークの核となるまとま

りのある樹林地を中心に土地所有者へ働きかけを行い、平成 21～30 年度の 10 年間で約

905.6ha、令和元年度は 47.2ha 指定されました。 

緑地保全制度による指定の拡大が進んでいます 

◆各計画の柱のハイライト 

＜緑地保全制度による指定の状況＞

 

計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 
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野菜の収穫や果実のもぎとりなどを気軽に体験できる収穫体験農園、

区画割りされた農園で本格的な農作業が出来る認定市民菜園や農園付

公園など、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設が進んでいます。 

農園の開設が進んでいます

 

＜農園の開設状況＞ 

（21 年度からの 11 か年） 

※（ ）内は R 元年度新規開設分 

●環境学習農園 

計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

●収穫体験農園 

●収穫体験農園 

●認定市民農園 

●収穫体験農園 

●農園付公園 
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計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

 

 

 

 

＜地域緑のまちづくり実施地区一覧＞ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内各地で様々な緑をつくる自主的な活動が行われ、平成 21～30 年

度の 10 年間で市内 47 地区において、魅力ある緑のまちづくりが進んでお

り、令和元年度は新たに４地区で緑化の取組が進みました。 

緑のまちづくりが進んでいます 

 

 

Before 

After 
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（１）計画の柱１ 市民とともに次世代につなぐ森を育む 

森（樹林地）の多様な役割に配慮しながら、緑のネットワークの核となるまとまりのある森を重

点的に保全するとともに、保全した森を市民・事業者とともに育み、次世代に継承します。 

施策１ 樹林地の確実な保全の推進  

事業① 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り     

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内に残る樹林地の多くは民有地であり、まとまりのある樹林地を保全して次世代に引き継

ぐためには、土地を所有する方が、できるだけ持ち続けられるよう支援することが必要です。そ

こで、緑地保全制度に基づく指定により土地所有者へ優遇措置を講じることで、樹林地を保

全します。 

 また、土地所有者の不測の事態等による、樹林地の買入れ申し出に対応します。 

●実績 

項目 
５か年の 

目標(見込) 

令和元年度 

目標(見込) 実績 

取組（１） 緑地保全制度による指定の拡大・市による買取り 

 

緑地保全制度に基づく地区

指定による樹林地の保全 
 300ha 60ha 47.2ha 

土地所有者の不測の事態

等による土地の買取り 
(想定)113ha (想定)22.9ha 19.2ha 

 保全した樹林地の整備 推進 推進 65 か所で実施 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
緑地保全制度により買入れた緑地 

（緑区 長津田町深田特別緑地保全地区） 
特別緑地保全地区に新規指定された緑地 

（旭区 白根五丁目特別緑地保全地区） 

 

みどり税 
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◆施策１についての評価・提案 

  

  

  

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局緑地保全推進課） 

・2019年度から新たなみどりアップ計画に着手し、制度指定のメリットを土地所有者

の皆様に丁寧に説明しながら、新たな樹林地の指定に取り組みました。昨年秋に強

大な台風により市内の樹林地で倒木などの多くの被害が発生したことに伴い、維持

管理助成制度の活用を目的とした制度指定のご相談が増え、緑地保存・源流の森保

存地区の新規の指定につながったケースもありました。 

・一方、樹林地の買取りが進み市の管理地が増える中、特別緑地保全地区等の新たな

指定にあたっては整備や維持管理を考慮した区域とすることが必要であるため、区

域設定が難しく指定が伸び悩んでいます。今後もまとまりのある貴重な樹林地を保

全するため、粘り強く事業を進めていきます。 

 

【図】緑地保全制度による年度ごとの新規指定面積の推移 

みどりアップ計画期間 

平成 

 

令和 
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施策２ 良好な森を育成する取組の推進  

事業② 良好な森の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

生物多様性の保全、快適性の確保、良好な景観形成、防災・減災など、森に期待される多

様な機能が発揮できるように、利用者や樹林地周辺の安全にも配慮し、愛護会や森づくりボ

ランティア、企業等様々な主体と連携しながら、良好な森づくりを進めます。 

また、樹林地を所有する方が、できるだけ樹林地として持ち続けられるよう、緑地保全制度

による指定地における維持管理の負担を軽減するための支援を行います。 

●実績 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）森の多様な機能に着目した森づくりの推進 

 森の維持管理 推進 推進 
保全管理計画の策定：７箇所 

維持管理：175 箇所 

取組（２）指定した樹林地における維持管理の支援 

 維持管理の助成 500 件 100 件 122 件 

みどり税 

保全管理計画の策定 
（旭区  柏町市民の森） 

森づくりガイドライン等を活用した維持管理の推進 
（泉区 泉の森ふれあい樹林） 
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事業③ 森を育む人材の育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

市民や事業者と市の協働により森を育む取組を進めるため、森づくり活動に取り組む市民

や団体を対象に、活動のための知識や技術に関する研修を実施し、森を育む「人」を育てま

す。また、森づくり活動を行う団体を対象に、活動に必要な支援を行います。 

●実績 

項目 
５か年の 

目標（想定） 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）森づくりを担う人材の育成 

 

森づくりを担う人材の育成 推進 推進 
研修の実施：17回 

体験会の開催：７回 

広報誌等での森づくり活動に関す

る情報発信 
20 回 ４回 ４回 

取組（２）森づくり活動団体への支援 

 森づくり活動団体への支援 150 団体 30 団体 31 団体 

 森づくり活動団体への専門家派遣 20 回 ４回 ４回 

 チッパーの貸出し 推進 推進 22 回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みどり税 

森づくりを担う人材育成 
森づくり体験会の様子 

（緑区 鴨居原市民の森 ） 
 

アドバイザー派遣の様子 
（都筑区 民有地） 
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◆施策２についての評価・提案 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 樹林地管理においては、特に樹林地外周部の斜面で、災害予防を目的とした剪

定や伐採などを行いました。昨年度、各所で甚大な被害をもたらした大型台風

襲来時には、倒木などの被害が大きく軽減されるなど、その意義や効果につい

て、多くの方々にご理解をいただけたと感じています。保全管理計画の策定や

計画的な管理についても、愛護会とも連携しながら進められており、今後も作

業成果の検証を行いながら、生物多様性や安全性など森の質を高める管理を着

実に進めていきたいと考えています。 
 樹林地維持管理助成事業は例年どおり該当地の地権者の皆様に案内をお送りし、

今年度も要件を満たす方々に対応することができました。こうした危険・支障樹木管

理の支援が樹林地の保全に寄与していますが、気候変動による台風の大型化によ

り、倒木等の被害が増加しているなかで、土地所有者の維持管理への負担感軽減

により効果のある取組とするため、復旧作業に対する支援の拡充等、さら助成内容

の検討が必要です。 
 今後も台風などの災害から樹林地を守っていくための一助として、土地所有者

の方にこの助成の活用を呼びかけたいと思います。 

 ニュースレターでは研修や支援制度の紹介、愛護会や森づくり活動団体の活動

紹介などを行っています。今後、さらに活動の楽しみの幅が広がるよう、講演

会や書籍、イベントなどの情報提供を行っていきます。また、双方向のコミュ

ニケーションを望んでいる読者のニーズにも応えられるよう検討します。 
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施策３ 森と市民とをつなげる取組の推進  

事業④ 市民が森に関わるきっかけづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

横浜の森について理解を深め、さらには行動につなげるため、森に関するイベントや講座

の開催により、市民が森に関わるきっかけを提供します。また、市内５か所にあるウェルカム

センターの活用などにより、情報発信等に取り組みます。 

●実績 

項目 
５か年の 

目標（想定） 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）森の楽しみづくり 

 
市内大学や関係団体などと連携したイベントや、

区主催による地域の森でのイベントの実施 
180 回 36 回 75 回 

取組（２）森に関する情報発信 

 ウェルカムセンター周辺の緑を活用したイベント等 50 回 10 回 8 回 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

みどり税 

みどりアップ健康ウォーキングの様子 
（泉区 鯉ケ久保ふれあいの樹林） 

 

   

・みどりアップ健康ウォーキング  
・よこはま森の楽校              
・森の中のプレイパーク      
・マイスプーンづくり        
・クラフト教室         
・自然教室（昆虫観察会）    など 

よこはま森の楽校の様子 
（緑区 東洋英和女学院大学） 

 
 

森の中のプレイパーク「めざせ名探偵！
森のパズルを解き明かせ！」の様子 

（中区 本牧山頂公園） 

令和元年度 
～森の楽しみづくり イベントの内容 ～ 
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インタープリター養成講座の様子 
（旭区 里山ガーデン内樹林地） 

ウェルカムセンターイベント 
「落ち葉の中の観察会」の様子 
（戸塚区 舞岡ふるさとの森） 

 
 

 
市内に残るみどりの大切さを

広く知っていただくため、横浜

の森の魅力や役割を、単なる

情報提供だけではなく、直接体

験や教材を通して、効果的に伝

える技術や知識を学ぶ講座で

す。今年は昨年度の講座修了

生に対するフォローアップ研修

を実施しました。 

インタープリター養成講座 
について 

古橋市民の森ガイドマップ 
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◆施策３についての評価・提案 

  

  

  

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 森の楽しみづくりとして、市内各地にある樹林地を活用した自然観察イベント

等を実施しました。現在、市民の森やふれあいの樹林などの自然観察や散策の

できる樹林地が市内に 50か所以上ある事を広く知っていただくとともに、樹

林地で過ごす時間の魅力を感じる機会を提供しました。 

 健康ウォーキングでは、愛護会の方々に活動内容についてご紹介いただきまし

た。森の保全活動についても理解を深めていただくきっかけとなり、参加者の

方々からは「身近な自然について知ることができて良かった」「今度は友人や

家族に自分が教えたい」といった声が寄せられました。しかしながら、若年層

の参加者があまり見られないなど、参加者層の固定化が見受けられます。横浜

の森とその魅力について知っていただくきっかけとしての役割は果たしてい

るかと思いますので、今後はその先の森づくり活動にご参加いただけるよう

な、企業や若年層を対象としたイベントの充実等を検討する必要があると考え

て います。 

 今年度は、「古橋市民の森ガイドマップ」を新たに作成しました。広域マップ

部分には周辺情報も盛り込み、付近にある公園やみどり等も一体的に楽しめる

よう、工夫しています。ガイドマップをきっかけに、市民が気軽に森を訪れる

ことができるよう、これからも工夫していきます。 

-27-

-27-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「森を育む」施策を検討する部会 部会長コメント 
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(2)計画の柱２ 市民が身近に農を感じる場をつくる 

良好な景観形成や生物多様性の保全など、農地が持つ環境面での機能や役割に着目し

た取組、地産地消や農体験の場の創出など、市民と農の関わりを深める取組を展開します。 

 

施策１ 農に親しむ取組の推進  

事業① 良好な農景観の保全   

●事業概要（計画書から抜粋） 

 農地は良好な農景観の形成や生物多様性の保全、雨水の貯留・かん養機能など多様な機

能を有しており、横浜に残る農地や農業がつくりだす「農」の景観は多様です。農業専用地区

に代表される、集団的な農地から構成される広がりのある景観や、樹林地と田や畑が一体と

なった谷戸景観などが、地域の農景観として多くの市民に親しまれてきました。この農景観を

次世代に継承するため、横浜に残る貴重な水田景観を保全する取組や、意欲ある農家や法

人などにより農地を維持する取組を支援します。 

●実績 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）水田の保全 

 水田保全面積 125ha 125ha 113.5ha 

 水源・水路の確保 10 か所 ２か所 ２か所 

取組（２）特定農業用施設保全契約の締結 

 

農地と農業用施設を 10 年間適正に管理すること

を条件に、農家の住宅敷地等にある農業用施設

用地の固定資産税・都市計画税を 10 年間軽減 

制度運用 制度運用 契約 31 件 

取組（３）農景観を良好に維持する活動の支援 

 

まとまりのある農地を

良好に維持する団体

の活動への支援 

集団農地維持面積 730ha 675ha 641.7ha 

 農地縁辺部への植栽 55 件 11 件 15 件 

 井戸の改修 ５地区 １地区 ２地区 

 土砂流出防止対策 15 件 ３件 ４件 

 周辺環境に配慮した活

動への支援 

牧草等による環境対策 20ha ４ha 4.25ha 

 たい肥化設備等の支援 25 件 ５件 ３件 

取組（４）多様な主体による農地の利用促進 

 遊休農地の復元支援 1.5ha 0.3ha 0.84ha 

みどり税 
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土砂流出防止対策を実施した農地 
（都筑区東方町） 

 

農地周辺道路の除草 
（保土ケ谷区西谷町） 

 

整備された水路（青葉区田奈町） 
 

保全された水田（緑区十日市場町） 
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事業② 農とふれあう場づくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

 食と農への関心や、農とのふれあいを求める市民の声の高まりに応えるため、収穫体験

から本格的な農作業まで、様々な市民ニーズに合わせた農園の開設や整備を市内各地で進

めます。 

 また、市民と農との交流拠点である横浜ふるさと村や恵みの里を中心に、市民が農とふ

れあう機会の提供や、農家への援農活動を支援します。 

●実績 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）様々なニーズに合わせた農園の開設 

 様々なニーズに合わせた農園の開設 22.8ha 4ha 3.86ha 

  うち 収穫体験農園の開設支援 (7.5ha) (1.5ha) (2.06ha) 

  
うち 市民農園の開設支援（栽培収穫体験ファ

ーム・環境学習農園・認定市民菜園） 
(10ha) (2.0ha) (1.3ha) 

  うち 農園付公園の整備 (5.3ha) (0.5ha) (0.5ha) 

取組（２）市民が農を楽しみ支援する取組の推進 

 
横浜ふるさと村、恵みの里等で農体験教室などの

実施 
450 回 90 回 91 回 

 市民農業大学講座の開催 100 回 20 回 
各 20 回 
(２コース) 

 農体験講座の開催 30 回 ６回 ６回 

みどり税 

開設支援した認定市民農園 
（旭区白根町） 

開設支援した収穫体験農園 
（泉区下飯田町） 
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市担当者からのコメント（環境創造局環境活動支援センター） 

 家族で学ぶ農体験講座は、小学生とその家族が協力して種まきから草取りなどの作

業を経て収穫までの一連の農作業を体験して農業について学ぶとともに、横浜の農

業や緑の大切さを楽しみながら知ることを目的としています。普段あまり体験する

ことのない農作業を楽しみながら進めることができ、参加者からは、「植物の生育

に興味を持つようになった」、「土と触れる体験ができてよかった」などの意見が

あり、農業への理解や関心を深めることができました。今後も楽しみながら学び、

横浜の農業や緑への関心を持つきっかけとなる講座を継続していきます。 

整備した農園付公園 
（瀬谷区 阿久和富士見小金台公園） 

恵みの里の農体験教室 
（緑区新治町） 

 

家族で学ぶ農体験講座 
（保土ケ谷区 環境活動支援センター） 
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◆施策１についての評価・提案 
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施策２ 地産地消の推進  

事業③ 身近に農を感じる地産地消の推進 

●事業概要（計画書から抜粋） 

身近に市内産農畜産物や加工品を買える場や機会があることへの市民ニーズは高く、地

域で生産されたものを地域で消費する地産地消の取組は、身近に農を感じ、横浜の農への

理解を深めるきっかけにもなります。 

そこで、「横浜農場の展開」による地産地消を推進するため、地域でとれた農畜産物などを

販売する直売所等の整備・運営支援や、市内で生産される苗木や花苗を配布するなどの取

組を進めます。あわせて、地産地消に関わる情報の発信など、PR活動を推進します。 

●実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）地産地消にふれる機会の拡大 

 直売所・青空市等の支援 285 件 57 件 
43 件 

（直売所・加工所：11 件、 
青空市・マルシェ等：32 件） 

 緑化用苗木の配布 125,000 本 25,000 本 25,727 本 

 情報誌などの発行 30 回 ６回 ６回 

緑化用苗木の配布（青葉区） 
 

食と農の祭典 2018＠横浜農場 

 

はまふぅどナビ第 51 号 

 

緑化用苗木の配布（瀬谷区） 
 

食と農の祭典 2019＠横浜農場 
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事業④ 市民や企業と連携した地産地消の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

 市内産農畜産物を食材として活用し、加工販売したいと考える企業や、横浜の農業の魅力

を伝える活動を行う野菜ソムリエや料理人などが増え、市民や企業、学校など農業関係者以

外の主体が地産地消の取組を実施する活動が広がっています。この動きをさらに拡大するた

め、市民の「食」と、農地や農畜産物といった「農」をつなぐ「はまふぅどコンシェルジュ」などの

地産地消に関わる人材の育成やネットワークの強化を図り、「農のプラットフォーム」を充実す

るとともに、農と市民・企業等が連携した「横浜農場の展開」を推進します。 

●実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）地産地消を広げる人材の育成 

 はまふぅどコンシェルジュの活動支援等 150 件 30 件 28 件 

 地産地消ネットワーク交流会の開催 ５回 １回 １回 

取組（２）市民や企業等との連携 

 市民や企業等との連携 50 件 10 件 13 件 

 ビジネス創出支援 16 件 - 育成講座の開催 

 学校給食での市内産農産物の一斉供給 推進 推進 推進 

 料理コンクールの開催 ５回 １回 １回 

はまふぅどコンシェルジュ活動支援 
（マルシェの開催） 

地産地消ビジネス創出支援 
（地産地消に関する講演会） 

 

企業等との連携による花き展覧会 PR 
（西武東戸塚店におけるシクラメンの展示） 

 

はま菜ちゃん料理コンクール本選 
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◆施策２についての評価・提案 
  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局農業振興課） 

 今年度は西武東戸塚店におけるシクラメンの展示を通じた花き展覧会の PR やイ

オンリテール株式会社・JA横浜との連携による「イオンスタイル戸塚」での市内

産野菜コーナー設置等、新たな地産地消の取組を実施しました。こうした新たな

取組を通じて、多彩な農畜産物が作られている横浜の農の魅力を伝えることがで

きました。引き続き、様々な主体と連携しながら、市民の皆様が身近に農を感じ

られる取組を進めていきたいと思います。 

「農を感じる」施策を検討する部会 部会長コメント 
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（３）計画の柱３ 市民が実感できる緑や花をつくる 

街の魅力を高め、賑わいづくりにつながる緑や花、街路樹などの緑の創出に、緑のネット

ワーク形成も念頭において取り組みます。また、地域で緑を創出・継承する市民や事業者の

取組を支援します。 

 

施策１ 市民が実感できる緑をつくり、育む取組の推進  

事業① まちなかでの緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

多くの市民の目にふれる場所での緑化や目にする機会の多い街路樹を良好に育成するた

めの取組、地域で古くから親しまれている名木古木の保存など、市民が実感でき、生物多様

性の保全に寄与し、地域の良好な景観形成や賑わい創出につながる緑の創出・育成を推進

します。 

●実績 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）公共施設・公有地での緑の創出・育成 

 緑の創出 36 か所 ７か所 ４か所 

 緑の維持管理 推進 推進 63 か所 

取組（２）街路樹による良好な景観の創出・育成 

 並木の再生 10 路線 ２路線 ８路線 

 空き枡の補植 推進 推進 低木 889 本 

 良好な維持管理 18 区で推進 18 区で推進 18,428 本 

取組（３）シンボル的な緑の創出・育成 

 
公有地化によるシンボ

ル的な緑の創出・管理 

（想定）継続２か所、

新規２か所 
推進 

継続１か所完了、 

継続１か所整備中 

 
公開性のある緑空間の

創出支援 
（想定）10か所程度 推進 １か所 

取組（４）建築物緑化保全契約の締結 

 
建築物緑化保全契約の

締結 
制度運用 制度運用 

新規：１件 

再契約：34 件 

取組（５）名木古木の保存 

 名木古木の保存 推進 推進 
新規指定：27 本 

維持管理の助成：40 本 

みどり税 
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市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 並木の再生では、市内の８路線について、老木化した桜並木などの地域に愛されている

街路樹の更新を行い、安全性と地域に親しまれている緑の景観の維持につながってい

ます。 

 公有地化によるシンボル的な緑の創出・管理の取組では、緑の少ない神奈川区におい

て六角橋四丁目公園の整備が完了しました。開園した公園で、子どもたちがのびのびと

遊ぶ姿や、地元の方が散策途中に休憩される姿を見て、事業のやりがいを感じました。

土地利用転換などの機会をとらえ、緑豊かな公園を整備することで、着実に市民の皆様

の緑の実感につながっています。 

 公開性のある緑空間の創出支援事業では、実績としては１件でしたが、市民に開放され

た病院の屋上への緑化整備は、医療福祉関係施設への緑化の普及・啓発という点で、

良い事例となると考えています。引き続き、多くの市民の皆様に実感される緑をつくれる

よう、取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

助成を行った屋上緑化（鶴見区佃野町） 名木古木の新規指定（西区老松町） 

六角橋四丁目公園（神奈川区） 
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◆施策１についての評価・提案 
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施策２ 緑や花に親しむ取組の推進   

事業② 市民や企業と連携した緑のまちづくり 

●事業概要（計画書から抜粋） 

緑あふれる魅力的な街をつくるためには、市民や企業と連携した取組が不可欠です。地域

が主体となり、地域にふさわしい緑を創出する取組など、緑の創出・育成に積極的に取り組

む市民や企業を支援し、市民の生活の身近な場所で、緑や花に親しむきっかけづくりを推進

します。 

 また、第33回全国都市緑化よこはまフェアなど、これまで多くの市民や企業の協力で展

開された各区での緑や花に親しむ取組を、引き続き推進します。 

 

●実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）地域緑のまちづくり 

 地域緑のまちづくり 新規 30 地区 新規６地区 
新規４地区 

継続 12 地区 

取組（２）地域に根差した緑や花の楽しみづくり 

 緑や花を身近に感じる各区の取組 18 区で推進 18 区で推進 18 区で推進 

 地域の花いっぱいにつながる取組 推進 推進 推進 

取組（３）人生記念樹の配布 

 人生記念樹の配布 40,000 本配布 8,000 本配布 6,403 本配布 

みどり税 

民有地の緑化（磯子区汐見台２丁目地区） 緑化活動（花の植え替え） 
（磯子区洋光台五街区周辺地区） 
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事業③ 子どもを育む空間での緑の創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

次世代を担う子どもたちが緑と親しみ、感性豊かに成長できるよう、子どもが多くの時間を

過ごす保育園、幼稚園、小中学校を対象に、施設ごとのニーズに合わせた多様な緑の創出・

育成を進めます。緑の創出にあたっては、子どもたちと生き物とのふれあいが生まれるような

空間づくりに取り組みます。 

 

●実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）保育園・幼稚園・小中学校での緑の創出・育成 

 緑の創出 100 か所 20 か所 

43 か所 

（市立 33 か所、 

民間 10 か所） 

 緑の維持管理 推進 推進 115 か所で実施 

みどり税 

園庭の芝生化 
（金沢区聖星保育園） 

小学校でのビオトープ整備 
（中区立野小学校） 

校庭・園庭芝生の育て方講座 児童によるビオトープ計画づくりへの支援 
（青葉区青葉台小学校） 
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事業④ 緑や花による魅力・賑わいの創出・育成 

●事業概要（計画書から抜粋） 

第33回全国都市緑化よこはまフェアには、多くの人が訪れ、緑や花が人を呼び込み、街の

賑わいを創出しました。多くの市民が時間を過ごし、国内外から多くの観光客が訪れるエリア

である都心臨海部などにおいて、これらの取組を継承し、公共空間を中心に緑や花による空

間演出や質の高い維持管理を集中的に展開し、街の魅力や回遊性の向上・賑わいづくりに

つなげます。 

●実績 

※緑花（りょくか）とは・・・樹木や芝生などの「緑」と四季折々の彩（いろどり）としての「花」を組

み合わせて植栽することで、街の魅力形成や賑わいづくりを行うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 
５か年の 

目標 

令和元年度 

目標 実績 

取組（１）都心臨海部等の緑花※による魅力ある空間づくり 

 
緑花による空間づくり

と維持管理 
推進 推進 

緑花による空間づくり：８か所 

維持管理：10 か所 

みどり税 

緑花の維持管理（中区港の見える丘公園） 緑花の維持管理（中区新港中央広場） 

里山ガーデン春の大花壇 主要な駅前での緑化（新横浜駅周辺） 
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◆施策２についての評価・提案 

  

  

  

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 地域緑のまちづくり事業では、今回の計画から助成期間を協定締結の翌年度からの

３年間とすることで、団体が活用しやすいような制度に見直しを行いました。多くの応

募をいただく中で、地域緑化計画策定に向けた支援を行い、今年度は４団体が選考

を通過しました。市民生活に身近な多くの地区で、こうした緑のまちづくりの機運が高

まっていると感じています。また、協定締結期間が終了する団体からも、緑や花が増

えたという喜びの声や、緑を通じた地域のコミュニティが強まったなどの声も寄せられ

ています。 

 子どもを育む場である保育園・幼稚園・小中学校における園庭・校庭の芝生化では、

管理方法についてアドバイザーを派遣するなど、創出した芝生が適切に管理できるよ

う支援を実施しています。また、ビオトープの再整備の取組では、専門家を派遣して

整備計画づくりや維持管理、授業での活用法のアドバイスを行っています。子どもた

ちはいきいきとビオトープや地域の生き物について学び、計画づくりや整備、利用の

ルールづくりなどに取り組んでおり、学校の総合学習などの機会において効果的に活

用されています。 

 これまで取り組んできた都心臨海部での緑花による魅力ある空間づくりの取組に加

え、こども自然公園などの都市公園やラグビーワールドカップ2019TMに合せて新横

浜駅周辺、ガーデンネックレス横浜に合せて里山ガーデンにおいても、花や緑による

空間演出や質の高い維持管理を展開し、多くの市民が訪れる場所での魅力向上や

賑わいづくりにつなげました。 
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「緑をつくる」施策を検討する部会 部会長コメント 
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（４）効果的な広報の展開 

事業① 市民の理解を広げる広報の展開 

●事業概要（計画書から抜粋） 

取組の内容や実績について、より多くの市民・事業者に理解されるとともに、緑を楽しみ、

緑に関わる活動に参加していただけるよう、戦略的な広報を展開します。 

●実績 

2019 年度 

目標 実績 

広報よこはま等の広

報紙への記事掲載 

・広報よこはまへの記事掲載 

４月号（市版）、７月号（市版）、９月号（戸塚区版）、10 月号（市版） 

実績リーフレット作成、

自治会・町内会への説

明や回覧 

・財政局と連携した市連会等の実績報告の実施（６月） 

・町内会等での回覧（６月） 

・実績リーフレット等の区役所やＰＲボックスでの配架（９月） 

・みどりアップ講演会等のイベントでの配布 

広告、動画等の各種メ

ディアを活用した PR 
・交通広告の掲載 

東急東横線 TOQ ボックス及び相鉄線（５月）、MM 線掲出（６月～） 

・公用車等でのマグネットシートによる PR（６月～） 

・アニメーションのイオンシネマでの上映（10 月～12 月） 

・緑区役所でアニメーション放映、パネル展示（10 月） 

・市営バスへの PR ステッカーの貼付 

ホームページの充実 ・ホームページリニューアル 

・実績報告書等HPの掲載（６月） 

・みどりアップの楽しみ方HPの掲載（10月） 

メールマガジンやソー

シャルメディア等によ

る情報発信 
・メールマガジン及びtwitterの発信（毎月） 

緑に関するイベントで

の PR 
・里山ガーデンフェスタ（４～５月）、スプリングフェア（４月）でのイベ

ントPR 

・こどもアドベンチャー（８月）、里山ガーデンフェスタ（10月）、農と緑

のふれあい祭り（11月）等でのＰＲ 

取組に基づいて実施し

たことを示す現地掲示

（プレート） 

・ガーデンネックレス横浜と連携した緑化表示板の作成（８月、10月） 

・各区への緑化表示板の配布（１月） 
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アニメーションを活用した広報 

  
 

 
 

 

 

広報よこはまの特集記事への記事掲載 

工事現場での現地表示 東急東横線車内での広告の掲出 

マスコットキャラクターの活用 
クラフト教室の実施（里山ガーデン） 
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Q.「横浜みどりアップ計画」をご存知ですか？ 

計画を知っている割合は４割台で推移。 

令和元年度は、45.8%まで増加。 

 
 
 
 

 
 
 

 
計画を知っている割合は、高年層で高く、若年層で低い傾向が続いている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「知っている」は、「取り組み内容を知っている」、「あることを知っている」、「名称を見たことや聞いたことがある」の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市担当者からのコメント（環境創造局みどりアップ推進課） 

 みどりアップ計画の実績についてリーフレットを作成し、市連会・区連会で説明したほ

か、電車内での広告や、約 3 千台の市内を走る市営バスやごみ収集車へのステッカー

貼付など、幅広い層の目に留まる媒体を活用し広報 PR を行いました。わかりやすいリ

ーフレットの作成や映像の活用など、実績がより伝わるよう努力しました。 

 効果的な広報の展開のためには、あらゆる機会において市民の目に留まることが必要

であると考えており、市民の森や農園付き公園の整備や、街路樹の維持管理など、み

どりアップ計画で行われる個所への現地表示をきめ細かく行うなど、関係各課との連

携を強化し、より充実した広報を進めてまいります。 

  

『「横浜みどりアップ計画」や「横浜みどり税」の広報に関する調査』等の調査結果より 

 

＜若年層＞ 

＜高年層＞ 

計画を知っている割合（%） 
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◆施策についての評価・提案 

  

  

  

  

  

  

 

広報・見える化部会 部会長コメント 
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５ 市民推進会議委員名簿 

 

横浜みどりアップ計画市民推進会議 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 網代 宗四郎 関係団体  横浜市町内会連合会 委員 

 池島 祥文 学識経験者  横浜国立大学 准教授 

 池田 信彦 関係団体  よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

 池邊 このみ 学識経験者  千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

 石原 信也 関係団体  横浜商工会議所 産業振興部長  

 岩本 誠 関係団体  三保市民の森愛護会 会長 

副座長 内海 宏 学識経験者  （株）地域計画研究所 代表取締役 

 奥井 奈都美 公募市民  

 小後摩 節子 関係団体  横浜市南西部農業委員会 委員 

 川幡 賢司 関係団体  横浜農業協同組合 横浜農業総合対策室室長 

 国吉 純 公募市民  

座長 進士 五十八 学識経験者  福井県立大学学長 

 高田 房枝 公募市民  

 高橋 秀忠 公募市民  

 村松 晶子 公募市民  

 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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＜施策別専門部会 名簿＞ 

 

「森を育む」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 網代 宗四郎 関係団体  横浜市町内会連合会 委員 

 岩本 誠 関係団体  三保市民の森愛護会 会長 

 奥井 奈都美 公募市民   

 高橋 秀忠 公募市民   

部会長 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 

 

「農を感じる」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 池島 祥文 学識経験者  横浜国立大学 准教授 

部会長 内海 宏 学識経験者  （株）地域計画研究所 代表取締役 

 小後摩 節子 関係団体  横浜市南西部農業委員会 委員 

 川幡 賢司 関係団体  横浜農業協同組合 横浜農業総合対策室室長 

 村松 晶子 公募市民  

 

「緑をつくる」施策を検討する部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 池田 信彦 関係団体  よこはま緑の推進団体連絡協議会 会長 

 池邊 このみ 学識経験者  千葉大学大学院 園芸学研究科 教授 

 石原 信也 関係団体  横浜商工会議所 産業振興部長  

 国吉 純 公募市民  

 高田 房枝 公募市民  
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広報・見える化部会 名簿 

(50 音順・敬称略) 

 氏  名 区  分 備  考 

 奥井 奈都美 公募市民  

 国吉 純 公募市民  

部会長 高田 房枝 公募市民  

 高橋 秀忠 公募市民  

 村松 晶子 公募市民  

 望月 正光 学識経験者 関東学院大学 経済学部 教授 
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６ 市民推進会議委員からのコメント 

 市民推進会議の委員を務めてきた中で感じたことや、生活の中で日ごろ各委員が

感じたことについて、委員一人ひとりからのコメントを紹介します。 
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７ 市民推進会議広報誌 

 

 

 

「みどりアップAction」（令和元年度発行分） 

 

第１号 令和元年11月発行 

市民の森愛護会 

（緑区 鴨居原市民の森） 

 

 

 

第２号 令和２年２月発行 

あぐりツアー 

（泉区 横山四季彩園） 

（瀬谷区 相澤良牧場/オーガスタミルクファーム） 

（瀬谷区 グリーンファーム あい菜フローラ店） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-53-

-53-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-54-

-54-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-55-

-55-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-56-

-56-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-57-

-57-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-58-

-58-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-59-

-59-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-60-

-60-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-61-

-61-


	0.pdf
	空白ページ




